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ASAM OpenSCENARIO
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「つながるシミュレータ」のため、標準化への対応を行っています

「つながるシミュレータ」の重要性

◼ 今や世界中に様々なシミュレータがあふれている。 シミュレータの利点の一つは実車試験に比べ、試験コストが
低いこと。「つながるシミュレータ」により、コストを更に下げることが可能となります。

標準化への対応

データの拡張性

他システムのデータ再利用

つながるシミュレータを
選択するうれしさ

多システム間とのデータ連携

国際競争力

つながるシミュレータに
必要なこと

シナリオデータの標準化

道路ネットワークデータの
標準化

材質データの標準化

ASAM OpenDRIVE

ASAM OpenMATERIAL
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ASAM OpenDRIVEの活用

ASAM OpenDRIVEの基本概念
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ASAM OpenDRIVEデータを可視化した例

• 静的な道路ネットワークを表現する
フォーマットの１つ

• ファイル形式はXML

• 異なるアプリケーション間での
データ利用を容易にする目的で
利用される

◼ ASAM OpenDRIVEとは？
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ASAM OpenDRIVEの活用
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80

60

ASAM OpenDRIVEの基本概念

◼ 道路の構造

道路のXML構造

• OpenDRIVEの道路は主に、「基準線」 「レーン」 「標識・信号・地物」 で構成される

道路の表示例
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ASAM OpenDRIVEの活用
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• 直線、円弧、三次曲線などを使用
して道路の基準となる線形を示す

• ASAM OpenDRIVEの殆どの要素
（レーン幅変化、区画線、道路標
示、標識など）の位置はこの基準
線からの相対座標（s, t）で表現さ
れる

図 出典: ASAM OpenDRIVE BS 1.8.0 Specification, 2023-11-22

ASAM OpenDRIVEの基本概念

◼ 基準線（Reference line）
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ASAM OpenDRIVEの活用
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• 基準線を元に左右のレーン数とその幅の変化を定
義し、1つの道路が表現される

• レーンには以下のような情報を設定可能

– 種別（車道・歩道・路肩など）

– 区画線の有無・色・種別

– 路面特性

– 車線変更ルール

• ASAM OpenCRGとの組み合わせによって路面表
面の表現も可能

図 出典: ASAM OpenDRIVE BS 1.8.0 Specification, 2023-11-22

◼ レーン

ASAM OpenDRIVEの基本概念
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ASAM OpenDRIVEの活用
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• 交通に影響する信号や標識をSignal、
その他の地物をObjectとして表現し、
各道路に配置する

• 各国が定義している標識番号を用い
て、何標識であるかなどが定義される

図 出典: ASAM OpenDRIVE BS 1.8.0 Specification, 2023-11-22

ASAM OpenDRIVEの基本概念

◼ 標識・信号（Signal）/地物（Object)
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ASAM OpenDRIVEの活用
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• 仮想的な道路で、交差点外の道路
同士の接続経路を表現する

• 各経路の優先度なども定義可能

図 出典: ASAM OpenDRIVE BS 1.8.0 Specification, 2023-11-22

ASAM OpenDRIVEの基本概念

◼ 交差点（Junction）
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ASAM OpenDRIVEの活用

• テキストエディタで中身を見ることが
可能

(ただし、どのような形状をしている
かは専用ソフトで可視化しないと把
握が困難)
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OpenDRIVEのファイルをテキストエディタで表示した例

ASAM OpenDRIVEの表示・編集

◼ OpenDRIVEのテキスト表示
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ASAM OpenDRIVEの活用

• Online OpenDRIVE Viewer (https://odrviewer.io/)
➢ Sebastian Pagel氏が公開しているASAM 

OpenDRIVEビューア
➢ “Online”とあるが、データはアップロードされず

ローカルで処理される

• RoadRunner （MathWorks社）
➢ シミュレーション向けの道路モデル作成ツール

ではデファクトスタンダード
➢ OpenDRIVE Viewer Toolで、ASAM OpenDRIVE

の可視化と各パラメータの確認が可能

• その他のツール
➢ VTD（Hexagon社）、etc・・・
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Online OpenDRIVE Viewer
(https://odrviewer.io/)

ASAM OpenDRIVEの表示・編集

◼ OpenDRIVEの可視化
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ASAM OpenDRIVEの活用

• SDMG （三菱プレシジョン、 V-Drive Technologies）
➢ DIVP シミュレーションPFとの親和性の高いデータの作成が可能
➢ 道路周辺環境のモデル作成においてASAM OpenDRIVEのイン

ポート、エクスポートに対応

• RoadRunner （MathWorks社）
➢ シミュレーション向けの道路モデル作成ツールではデファクトスタ

ンダード
➢ 豊富な機能と、様々なシミュレーションソフトとのツールチェインを

確立

• その他のツール
➢ VTD（Hexagon社）、CarMaker（IPG Automotive社）、ModelDesk

（dSPACE社）、UC-win/Road（FORUM8社）、ZIPC GARDEN（NTT
DATA ARC社）、Trian3DBuilder（TrianGraphics社）、etc…
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SDMG

ASAM OpenDRIVEの表示・編集

◼ OpenDRIVEの作成(エクスポート)
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ASAM OpenSCENARIOの活用

ASAM OpenSCENARIOの基本概念
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<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

<OpenSCENARIO xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 

xsi:noNamespaceSchemaLocation="../Schema/OpenSCENARIO.xsd">

<FileHeader revMajor="1" revMinor="3" date="2020-02-21T10:00:00" 

description="Cut-In example" author="ASAM e.V." />

<ParameterDeclarations>

<ParameterDeclaration parameterType="string" name="owner" value="A2"/>

</ParameterDeclarations>

<CatalogLocations />

<RoadNetwork>

<LogicFile filepath="Databases/AB_RQ31_Straight.xodr" />

</RoadNetwork>

<Entities>

<ScenarioObject name="Ego">

<Vehicle name="HAF" vehicleCategory="car">

<ParameterDeclarations />

<Performance maxSpeed="69.444" maxAcceleration="200" 

maxDeceleration="10.0" />

import osc.standard

scenario elk_overtaking:

gvt: vehicle                # Target vehicle

dut: vehicle                # Device under test

routeToFollow: route with:  # Route to be followed

keep(it.min_lanes == 2)

do parallel:

dut.drive(duration: 5s) with:

along(route: routeToFollow)

lane(side_of: gvt, side: right, at: start)

lane(same_as: gvt, at: end)

lateral(distance: 1m, measure_by: left_to_left, at: start)

position(distance: 10.0m, ahead_of: gvt, at: start)

position(distance: 1m, behind_of: gvt, at: end)

gvt.drive() with:

along(route: routeToFollow)

speed(speed: 80kph)

lateral(distance: 1.5m, measure_by: right_to_right, at: start)

OpenSCENARIO DSLOpenSCENARIO XML

◼ OpenSCENARIO XMLとOpenSCENARIO DSL
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ASAM OpenSCENARIOの活用

ASAM OpenSCENARIOの基本概念
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OpenSCENARIO

RoadNetwork

Entities

◼ OpenSCENARIO XMLの構造

Storyboard

Init

Story

シナリオの初期化 (車両の初期位置設定等)

シナリオの実行 (シナリオの実行条件と動作の組み合わせで構成)

シナリオに紐づく
OpenDRIVEや
マップ3Dモデル

シナリオに
登場する
車両や人物等
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ASAM OpenSCENARIOの活用

ASAM OpenSCENARIOの基本概念
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◼ シナリオ実行の条件と動作(Story)

主なシナリオ条件

(例) 車両が近づいたら、車線を変更する

条件 動作

主なシナリオ動作

条件 例

時間 シナリオ開始から5秒経過したら、

衝突 自車が他車と衝突したら、

距離 自車と他車の距離が30m以内となったら、

速度 他車の速度が30km/h以下となったら、

信号機 信号が赤に変わったら、

動作 例

速度 速度40km/hとなるよう加速/減速する

車線変更 右の車線に変更する

ルート・軌跡 自車が決められたルート上を走行する

天候・時刻 時刻を夜にする

信号機 信号を赤にする

条件を
満たし
たら
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ASAM OpenSCENARIOの活用

ASAM OpenDRIVEとの連携
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レーン情報(レーン番号や種別)

OpenDRIVE OpenSCENARIO 連携結果

信号の
点灯/消灯

信号情報
(位置、種類)

ルート上
の走行

車線変更

レーンに
沿った

車両の配置

信号の切り替え指定

ルートの始点/終点の指定

車線変更の指定

車両の位置指定

◼ OpenDRIVEを用いた、OpenSCENARIOのシナリオ動作指定
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ASAM OpenSCENARIOの活用
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ASAM OpenDRIVEとの連携

OpenDRIVE OpenSCENARIO

信号

道路

<TrafficSignalStateAction 
name="5000936" state="Red"/>

<signal s="9.9859903156705911e+00" t="-
9.0767630575242703e-02" id="5000936" ‥ 
‥ ‥ >

信号位置、種類 信号の切り替え

<RoadPosition roadId="1071000" 
s="40.5748136528" t="3.4683556313">

<road name="" 
length="8.8332294388554288e+01" 
id="1071000" junction="-1" rule="LHT">

道路定義 車両や人物等の配置
(OpenDRIVEの道路位置基準)

◼ OpenSCENARIOとOpenDRIVEは、容易に結びつく構造となっている
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ASAM OpenSCENARIOの活用
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ASAM OpenDRIVEとの連携

Open
DRIVE

Open
SCENARIO

• OpenDRIVEの道路、レーン、信号情報を表示
• レーンに沿って、車両等を配置
• シナリオ動作の指定道路IDがどこを示すのか分からない

複雑な道路や広いマップ ツール上での編集

◼ 複雑な道路では、OpenSCENARIOのテキストを直接作成するのは困難なため、主にGUI上のツールで編集を行う
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事例紹介
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◼ DIVPシミュレータの全体構成

DIVP シミュレータSDMG

光・電波レイトレース
サンプル

空間描画モデル環境モデル
知覚モデル 認識モデル

センサシステムモデル
シナリオ ADシステム

Fusion,

Planning,

Controller,

Vehicle

プラットフォーム

カメラ
ミリ波

LiDAR

天候

アセット

お台場
シナリオ

ALKS

Cut-In/Out

：

認識アルゴリズム

コンクリート
シナリオ
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事例紹介

実際の事例に基づく紹介
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アセット形状プレビュー

マテリアル一覧

メッシュ一覧

マテリアルプレビュー

Wheel

Logo_Chrome

Body

Main

RaderLidarCamera

OK CANCEL

◼ SDMGにてシミュレータに必要となるデータを用意する

SDMG Export

DIVP®

Sim

Sim

他のシミュ
レータ

Import

DIVP®シナリオ

マップ3Dモデル

走行データ

OpenStreetMap

標高データ

DIVP®マテリアル

物標3Dモデル

DIVP®マテリアル

DIVP®シナリオ

マップ3Dモデル

物標3Dモデル
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事例紹介

実際の事例に基づく紹介
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環境モデル作成 OpenDRIVE

マップ3Dモデル

シナリオ作成

シナリオ

◼ DIVPシミュレータ使用例(基本的なデータ作成の流れ)

SDMG Export

DIVP®

Sim

Sim

他のシミュ
レータ

Import

DIVP®シナリオ

マップ3Dモデル

走行データ

OpenStreetMap

標高データ

DIVP®マテリアル

物標3Dモデル

DIVP®マテリアル

DIVP®シナリオ

マップ3Dモデル

物標3Dモデル
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事例紹介

実際の事例に基づく紹介
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◼ DIVPシミュレータ使用例(OpenDRIVEとOpenSCENARIOをインポートする場合)

SDMG Export

DIVP®

Sim

Sim

他のシミュ
レータ

Import

DIVP®シナリオ

マップ3Dモデル

走行データ

OpenStreetMap

標高データ

DIVP®マテリアル

物標3Dモデル

DIVP®マテリアル

DIVP®シナリオ

マップ3Dモデル

物標3Dモデル

OpenDRIVEから3Dモデル生成

マップ3Dモデル

OpenSCENARIOインポート

シナリオ
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事例紹介

実際の事例に基づく紹介
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◼ DIVPシミュレータ使用例(OpenDRIVEとOpenSCENARIOをエクスポートする場合)

SDMG Export

DIVP®

Sim

Sim

他のシミュ
レータ

Import

DIVP®シナリオ

マップ3Dモデル

走行データ

OpenStreetMap

標高データ

DIVP®マテリアル

物標3Dモデル

DIVP®マテリアル

DIVP®シナリオ

マップ3Dモデル

物標3Dモデル

環境モデル作成
OpenDRIVE マップ3Dモデル

走行データのシナリオ化
シナリオ

OpenDRIVE変換
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「つながるシミュレータ」 のため、SDMGにおいてもOpenMATERIAL対応を進めていく

標準化の開発動向

• OpenDRIVE

• OpenSCENARIO

• OpenMATERIAL
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◼ OpenDRIVE、OpenSCENARIO、OpenMATERIALの開発動向

➢ 今後のバージョンでは「基準線を用いた表現による作成・可視化の複雑さ」の解消のためのエリア表現の
導入や、CityGMLとのリンクを行って道路環境を定義するといったコンセプトの導入が検討されている。

➢ OpenSCENARIO XMLとOpenSCENARIO DSLは2つの標準規格として、今後も共存する。

➢ 標準化プロジェクトが立ち上がっている。日独米を含む国々のメンバーと毎週2回協議を実施している。
来年2月までに、OpenMaterialver1.0の仕様書を作成する計画である。
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効率的なデータ活用のため、データの標準化が大事

まとめと今後の展望

■つながるシミュレータ

第3回_DIVP技術セミナー | 2024/10/31

ASAM OpenSCENARIO

標準化への対応

データの拡張性

他システムのデータ再利用

つながるシミュレータを
選択するうれしさ

多システム間とのデータ連携

国際競争力

つながるシミュレータに
必要なこと

シナリオデータの標準化

道路ネットワークデータの
標準化

材質データの標準化

ASAM OpenDRIVE

ASAM OpenMATERIAL
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Tokyo Odaiba   → Virtual Community Ground
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